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AI活⽤の必須要件はAIに価値あるデータを提供すること。
その実現に向けたデータ基盤の構築が必要です。
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データを安全に、⼿軽に、高い精度でAIへ渡すデータ基盤

AIエージェントの活⽤を前提とした、データ活⽤の飛躍的進化を支える基盤をご提供AIエージェントの活用を前提とした、データ活⽤の飛躍的進化を支える基盤をご提供
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SCSKの『AI Readyデータ基盤』が、データの収集から加⼯・連携に至るまで、各フェーズの課題を解決します。SCSKの『AI Readyデータ基盤』が、データの収集から加工・連携に至るまで、各フェーズの課題を解決します。『AI Readyデータ基盤』
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AIエージェントはもちろん、既存システムやBIも含めた、データ活⽤の民主化を⽬指すことが可能です。AIエージェントはもちろん、既存システムやBIも含めた、データ活⽤の民主化を⽬指すことが可能です。
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